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道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月１回発行　令和 3年 1月10日）

C O N T E N T S
●年頭所感
　・尾田　　則幸（本会会長理事）   ❷

　・鈴木　　直道（北海道知事）   ❸

　・二階　　俊博（全国土地改良事業団体連合会会長）   ❹
　・進藤　金日子（参議院議員）   ❺

　・宮崎　　雅夫（参議院議員）   ❻

　・倉内　　公嘉（北海道開発局長）   ❼

　・石川　　善成（北海道開発局農業水産部長）   ❽
　・小田原　輝和（北海道農政部長）   ❾

● 令和3年度北海道農業農村整備事業国費予算   10
2年度補正と3年度当初で1291億円

●水土里情報システムがリニューアルします    12

　根室管内別海町の野付半島沖から昇る令和3年初日の出。根室沿岸の中間に位置する同半島は国内最大の砂嘴（さし）地形。背後の湿
原にはタンチョウ、オオワシなどが生息し、多様な生態系や景観など良好な自然環境を有している。
 （写真提供：別海町）

根室海峡を昇る初日の出
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
闘
う
未
曽
有
の
１
年
と
な
り
、

国
内
に
お
い
て
は
１
月
に
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
以
来
、
全
国
に
感
染
が
拡
大
し
、
経
済

の
落
ち
込
み
は
戦
後
最
大
と
い
わ
れ
る
な

ど
、
社
会
・
経
済
や
国
民
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
を
何
と
か
乗
り
越
え
、
一
日
も
早
く

安
全
・
安
心
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
を
強

く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
道
農
業
は
、
例
年
に
比

べ
て
降
雪
が
極
端
に
少
な
く
、
春
先
の
水
不

足
な
ど
農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や

用
水
確
保
対
策
等
に
よ
り
、
平
年
並
み
に
農

作
業
が
進
み
、
天
候
、
生
育
も
順
調
に
推
移

し
た
こ
と
か
ら
、作
況
指
数
が
「
良
」
の
「
１

０
６
」
と
な
っ
た
米
を
は
じ
め
、
畑
作
物
、

飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
は
総
じ
て
良
好
と
な

り
、
明
る
い
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
米
に
つ
い
て
は
長
期
的
な
需
要
の

減
少
傾
向
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食

向
け
の
米
需
要
の
落
ち
込
み
な
ど
で
、
今
年

は
需
給
均
衡
に
向
け
た
主
食
用
米
の
大
幅
な

減
産
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
続
き

日
米
貿
易
協
定
が
発
効
さ
れ
る
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
で
、
大
雨

や
地
震
と
い
っ
た
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相

次
い
で
発
生
し
、
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・

農
村
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
一
部
の
国
で
は
穀
物
等

で
輸
出
規
制
を
設
け
る
な
ど
、
食
料
確
保
へ

の
不
安
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
改
め
て
、
不

測
の
事
態
に
お
い
て
も
対
応
で
き
る
国
内
の

食
料
生
産
、
供
給
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
道
の
農
業
・
農
村

が
、
国
民
へ
の
安
全
・
安
心
な

食
料
の
安
定
供
給
に
一
層
貢
献

し
、
引
き
続
き
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
飛
躍
的

な
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で
き

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
、

高
品
質
、
高
収
益
な
作
物
の
生

産
拡
大
、
農
業
施
設
の
防
災
・

減
災
な
ど
に
向
け
た
農
業
農
村

整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
、
農

業
競
争
力
強
化
と
国
土
強
靭
化

を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え
る
と
と
も

に
、
予
防
保
全
に
向
け
た
施
設

の
老
朽
化
対
策
を
加
速
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
５
カ

年
間
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
村
地
域
で
は
、
農
業
水
利
施

設
の
長
寿
命
化
や
耐
震
化
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
・
湛
水
被

害
防
止
対
策
の
た
め
の
整
備
を

求
め
る
多
く
の
声
が
上
が
っ
て

お
り
、
そ
の
着
実
な
実
施
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
情
勢
に
的
確
に
対
応

し
、
会
員
３
３
１
団
体
の
共
同

農
業
の
競
争
力
強
化
と
農
村
地
域
の

国
土
強
靱
化
の
着
実
な
実
施
を

年

頭

所

感水
土
里
ネ
ッ
ト
北
海
道

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
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弟

子

屈

町

長
）

専
務
理
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学
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理
事　
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長
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北
見
土
地
改
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区
理
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長
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古　

谷　

陽　

一
（
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

鈴　

木　
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美
（
富
良
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

川　

上　
　
　

満
（
沙
流
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

小　

森　

隆　

寛
（
帯
広
市
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

硲　
　
　

一　

寿
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興

部

町

長
）

〃

　

酒　

井　
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一
（
狩
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利
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

榎　
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男
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て
し
お
が
わ
土
地
改
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区
理
事
長
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〃
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俊　
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オ
ロ
ロ
ン
土
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区
理
事
長
）

〃

　

河　
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一
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町
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平
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土
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改
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事
長
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〃

　

横　

井　
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一
（
深
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

山　

田　

英　

雄
（
厚
真
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

曽　

根　

興　

三
（
別

海

町

長
）

〃

　

北　
　
　

輝　

男
（
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

総
括
監
事　

菊　

地　
　
　

博
（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）

監

事　
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久　

信
（
当
麻
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

伊　
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二
（
石
狩
土
地
改
良
区
理
事
長
）

名
誉
顧
問　

梅　

田　

安　

治
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北
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名

誉

教

授
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参
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者
）

〃
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）

令
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年
元
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地
改
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事
業
団
体
連
合
会
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利
益
の
増
進
と
負
託
に
応
え
る
た
め
、
関
係

機
関
・
団
体
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

会
員
に
対
す
る
技
術
援
助
や
国
、
道
に
対
す

る
技
術
協
力
を
は
じ
め
、
農
業
土
木
技
術
者

の
確
保
・
育
成
、
改
正
土
地
改
良
法
を
踏
ま

え
た
土
地
改
良
区
の
業
務
運
営
の
適
正
化
へ

の
支
援
な
ど
を
重
点
に
、
今
後
と
も
組
織
の

総
力
を
挙
げ
て
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
一
層

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
い
ち
早
く
収
束
し
、

本
道
農
業
・
農
村
に
と
っ
て
発
展
の
年
と
な
る

よ
う
、
そ
し
て
皆
様
と
と
も
に
笑
顔
で
豊
穣
の

秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
１
年
で
し
た
。
我
が
国
、
そ
し

て
本
道
に
お
い
て
も
、
こ
の
感
染
症
に
よ
り

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
社
会
経
済
に
も

甚
大
な
影
響
が
生
じ
る
な
ど
未
曾
有
の
危
機

に
直
面
し
、
今
も
な
お
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
感
染
拡
大
の
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
て
各
般
の
対

策
を
進
め
る
中
で
、
道
民
や
事
業
者
の
皆
様

に
は
、
多
く
の
ご
苦
労
や
ご
負
担
を
お
か
け

し
な
が
ら
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

私
た
ち
道
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、

道
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

私
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

厳
し
い
１
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
中
で
も
、
１
月
に
は
道
内
７
空
港
の
一

括
民
間
委
託
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

４
月
に
は
林
業
人
材
の
育
成
・
確
保
を
担
う

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

新
し
い
北
海
道
づ
く
り
を
進
め
る
年
に

北
海
道
知
事　

鈴　

木　

直　

道

北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
が
開
校
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
７
月
に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興

の
拠
点
と
な
る
民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ

ポ
イ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
本
道
の
更

な
る
発
展
に
つ
な
が
る
新
し
い
芽
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
都
市
一
極

集
中
へ
の
不
安
や
働
き
方
に
対
す
る
意
識
の

変
化
、
さ
ら
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
脱
炭
素
社

会
へ
の
要
請
な
ど
大
き
な
社
会
変
革
の
兆
し

が
見
ら
れ
ま
す
。
雄
大
な
自
然
や
冷
涼
な
気

候
、
ゆ
と
り
あ
る
空
間
、
多
彩
で
豊
富
な
食

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
い
っ
た
本
道
の
価
値

は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
中

で
、
一
層
輝
き
を
増
し
て
く
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
う
し
た
本
道
の
可
能
性
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
未
来
に
向
け
た
飛
躍
の

第
一
歩
を
刻
む
年
と
な
る
よ
う
、
大
き
な
強

み
で
あ
る
食
や
観
光
の
魅
力
を
一
層
磨
き
上

げ
、
道
内
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
需

要
を
再
び
獲
得
す
る
た
め
の
取
組
を
は
じ

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
新
し
い
働
き
方
の
導
入
等
に
よ
る
企

業
・
人
材
の
誘
致
、
さ
ら
に
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
北
海
道Society5.0

の
推

進
な
ど
、
時
代
の
先
を
見
据
え
た
政
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

札
幌
開
催
や
ア
ジ
ア
初
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
世
界

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
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英

 

（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

胆
振
支
部
長　

山　

田　

英　

雄

 

（
厚
真
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

日
高
支
部
長　

川　

上　
　
　

満

 

（
沙
流
土
地
改
良
区
理
事
長
）

十
勝
支
部
長　

小　

林　

康　

雄

 

（
士

幌

町

長
）

釧
路
支
部
長　

德　

永　

哲　

雄

 

（
弟

子

屈

町

長
）

根
室
支
部
長　

曽　

根　

興　

三

 

（
別

海

町

長
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長　

硲　
　
　

一　

寿

 

（
興

部

町

長
）

宗
谷
支
部
長　

河　

田　

誠　

一

 

（
豊

富

町

長
）

留
萌
支
部
長　

荒　

木　

俊　

彦

 

（
オ
ロ
ロ
ン
土
地
改
良
区
理
事
長
）

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
長
年
活
動
を
続
け
て
き
た
縄
文
遺
跡
群

の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
期
待
が
ふ
く
ら
む
年
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で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
好
機
を
着
実
に

捉
え
、
道
民
の
皆
様
と
共
に
、
新
し
い
北
海

道
づ
く
り
を
進
め
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
い

希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
土
地
改
良

に
携
わ
る
全
国
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

各
国
で
感
染
拡
大
し
、
新
し
い
生
活
様
式
、

新
し
い
仕
事
の
仕
方
が
求
め
ら
れ
る
等
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
。

  

ま
た
、
７
月
の
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
暴
風

雨
に
よ
り
、
全
国
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
衷
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
を
一
刻
も
早
く

回
復
し
て
い
く
た
め
に
は
、
被
害
を
受
け
た

農
地
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
・
復
興
が
第
一

に
重
要
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
土
地
改
良
に
携

わ
る
皆
様
方
に
は
、
全
国
各
地
で
復
旧
・
復

興
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

  

全
国
で
32
カ
所
の
た
め
池
が
決
壊
し
た

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
契
機
と
し
て
、

全
国
の
た
め
池
の
関
係
者
の
方
々
か
ら
、
た

め
池
の
防
災
工
事
を
推
進
す
る
た
め
の
財
政

的
・
技
術
的
な
支
援
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

昨
年
６
月
、
た
め
池
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
議
員
立
法
と
し
て
成
立
致
し
ま
し
た
。
こ

の
議
員
立
法
の
成
立
に
は
、
多
く
の
国
会
議

員
の
皆
様
の
御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
が
、
中

で
も
進
藤
金
日
子
・
宮
崎
雅
夫
両
参
議
院
議

員
に
は
、
法
案
の
検
討
段
階
か
ら
中
心
と

な
っ
て
御
活
躍
頂
き
ま
し
た
。
土
地
改
良
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
対
応
し
た

結
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
は
、
本
会
の
会
長
に
就
任
し
て
以

来
、「
闘
う
土
地
改
良
」
を
掲
げ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
し
て
組
織
一
丸
と
な
っ
て
闘
っ
た
結

果
、
補
正
予
算
な
ど
を
含
め
ま
し
て
、
大
幅

削
減
前
を
大
幅
に
上
回
る
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

業
農
村
整
備
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
全
国

の
皆
様
か
ら
の
熱
意
あ
る
要
請
活
動
に
よ

り
、
政
府
予
算
案
に
お
い
て
は
、
４
４
４
５

億
円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
を
含
め
る

と
６
３
０
０
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
・
減
災
の
為
の
国
土
強
靱
化
対
策
が
延
長

さ
れ
、新
た
な
５
ヶ
年
加
速
化
対
策
と
し
て
、

15
兆
円
が
予
算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
の
活
動
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
、
全
国
の
農
業
農
村
で
は
、
過
疎
化
・

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に
加
え
、
地
域
活
力

の
低
下
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
メ
な
ど
を
巡
る
先
行
き
不
安

か
ら
、
状
況
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
、
全
国
で
農
業
水
利
施
設
の

老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
食
料
生
産
の
増

大
、
非
食
料
用
米
へ
の
転
換
に
支
障
を
来
す

ば
か
り
で
な
く
、
国
民
の
生
命
や
財
産
に
も

多
大
な
損
害
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
近
年
、
自
然
災
害
が
大
規
模
化
、

多
発
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
農
地
・
農
業
用

施
設
で
も
大
変
大
き
な
被
害
が
続
い
て
い
ま

す
。

  

こ
れ
ら
の
農
業
農
村
の
危
機
的
な
事
態
に

鑑
み
、
昨
年
３
月
に
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
農
業

者
は
も
と
よ
り
国
民
の
皆
様
方
に
農
業
・
農

村
の
現
状
、
課
題
を
理
解
い
た
だ
き
、
食
糧

供
給
や
国
土
保
全
な
ど
の
多
面
的
な
役
割
を

果
た
す
農
業
・
農
村
は
「
国
の
礎
」
と
の
認

識
を
分
か
ち
合
い
、
国
民
全
体
で
農
業
、
農

村
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
土
地
改
良
担
当
者
と
し
ま
し
て

は
、こ
れ
ら
政
府
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
と
蓄
積
さ
れ
た

経
験
を
活
用
し
、「
闘
う
土
地
改
良
」
を
活
動

の
基
本
に
お
き
つ
つ
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
加

え
て
、水
土
里
ネ
ッ
ト
が
農
業
農
村
を
守
り
、

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

広
く
国
民
の
皆
様
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
共
感
を

得
て
い
く
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
皆
様

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
所
期
の
成
果

が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
奮
闘
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
、
輝
か
し
い

年
の
初
め
に
当
た
り
、
本
年
も
農
業
農
村
が

活
力
を
得
て
、
一
層
発
展
し
ま
す
よ
う
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
、
本
年
が
全

国
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
き
年
で
あ
り
、
日
々

健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

「
闘
う
土
地
改
良
」を
活
動
の
基
本
に

農
業
農
村
の
発
展
に
積
極
的
に
貢
献

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会　

長　

二　

階　

俊　

博
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
北
海
道
の
皆
様
に
は
、
昨
年
の
「
進
藤

金
日
子
と
農
山
漁
村
を
考
え
る
会
」
等
の
政

経
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
ご
協
力
を
は
じ
め
、
日
頃

か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
、
新
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
昨
年
、
新
年

を
迎
え
た
時
に
は
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
事

態
に
陥
る
と
は
誰
も
が
想
像
だ
に
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
を
国
民
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
、
克

服
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と

令
和
３
年
度
予
算
の
政
府
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
３
か
年
緊
急
対
策
に

引
き
続
き
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
事
業
規
模

15
兆
円
程
度
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
土
地
改
良
予
算
に
関
し
て
は
、
令
和

３
年
度
に
執
行
可
能
な
予
算
と
し
て
全
国
各

地
域
の
要
請
に
基
づ
き
、
補
正
と
当
初
を
合

わ
せ
て
６
３
０
０
億
円
確
保
で
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
は
１
８
５
５

億
円
で
あ
り
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政

策
大
綱
」
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
関
連
で
７

０
０
億
円
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
と

災
害
復
旧
の
推
進
関
連
で
１
１
５
５
億
円
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
予

算
は
４
４
４
５
億
円
で
あ
り
、
食
料
安
全
保

障
の
確
立
と
国
土
保
全
等
を
図
る
こ
と
が
明

確
化
さ
れ
、
収
益
性
・
防
災
性
の
向
上
に
資

す
る
農
地
の
大
区
画
化
、
水
田
の
畑
地
化
・

汎
用
化
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持
・
保
全
等

を
実
施
す
る
土
地
改
良
事
業
を
重
点
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
の
推
進
に
関
連
し
て
、

激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
る
た
め
、
た
め
池

や
農
業
水
利
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
更
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
農
村
の
定
住
条
件
を
整
備
す
る
農
村

整
備
事
業
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
通
常
国
会
で
審
議

さ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
令
和
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
の
早
期
成
立
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
し
、
令
和
３
年
度
予
算
の
年
度
内
成
立
に

向
け
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
は
、
宮
崎
雅
夫
参
議
院
議
員
と
連
携

し
て
一
定
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。「
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事

等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」の
議
員
立
法
に
よ
る
制
定
、

自
民
党
農
村
基
盤
整
備
議
員
連

盟
（
二
階
俊
博
会
長
）
と
し
て

「
農
業
農
村
の
振
興
を
先
導
す

る
土
地
改
良
」（
全
国
事
例
集
）

の
発
刊
で
き
た
こ
と
、
自
民
党

女
性
局
機
関
誌
の
「
り
ぶ
る
」

で
の
土
地
改
良
特
集
の
実
施
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。加
え
て
、

土
地
改
良
関
係
者
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
か
ら
様
々
な
ご
意
見

を
お
聴
き
し
、
こ
う
し
た
声
を

国
会
質
問
に
反
映
し
た
り
、
自

民
党
部
会
等
で
発
言
し
た
り
、

農
水
省
に
直
接
伝
え
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
課
題
解
決
の
一
助

と
な
っ
た
例
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
緊
張
感
を

持
っ
て
農
業
・
農
村
の
振
興
に

向
け
、
し
っ
か
り
と
活
動
を
進

め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

北
海
道
の
皆
様
に
と
っ
て
本

年
が
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
更
な
る
ご
指
導
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
・
農
村
の
振
興
に
向
け
た
活
動
を
継
続

参
議
院
議
員　

進　

藤　

金
日
子

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

謹　

賀　

新　

年

総
務
金
融
委
員
会

委

員

長　

小　

林　

康　

雄
（
士

幌

町

長
）

副
委
員
長　

山　

田　

英　

雄
（
厚
真
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

土
地
改
良
区
委
員
会

委

員

長　

河　

村　

康　

英
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

副
委
員
長　

鈴　

木　

弘　

美
（
富
良
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

管
理
運
営
体
制
強
化
委
員
会

委

員

長　

鈴　

木　

弘　

美
（
富
良
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

副
委
員
長　

横　

井　

信　

一
（
深
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）

受
益
農
地
管
理
強
化
委
員
会

委

員

長　

山　

田　

英　

雄
（
厚
真
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

副
委
員
長　

酒　

井　

誠　

一
（
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

土
地
改
良
負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会

委

員

長　

本　

間　
　
　

勤
（
道
土
地
連
常
務
理
事
）

21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
推
進
委
員
会

委

員

長　

尾　

田　

則　

幸
（
道
土
地
連
会
長
理
事
）

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

委

員

長　

德　

永　

哲　

雄
（
弟

子

屈

町

長
）

副
委
員
長　

菊　

地　
　
　

博
（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

鈴　

木　

弘　

美
（
富
良
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

河　

村　

康　

英
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

山　

田　

英　

雄
（
厚
真
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

小　

林　

康　

雄
（
士

幌

町

長
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
の
土
地
改
良
関
係
の
皆
さ
ま
に
謹
ん

で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素
よ
り
土
地
改
良
の

推
進
、
農
業
農
村
の
活
性
化
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
私
の
国
政
活
動
に
甚
大
な
る
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
や
豪
雨
災
害
な
ど
、
例
年
に
も

増
し
て
厳
し
い
状
況
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
影
響
や
被
害
等
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
速
や
か
な
回
復
や
復
旧
に
向
け
私
も
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
通
常
国
会
で
は
、
近
年
の

頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
対
策
へ
の

全
国
各
地
か
ら
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
進
藤

金
日
子
参
議
院
議
員
と
取
り
組
ん
だ
議
員
立

法
「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災

工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の

成
立
に
よ
り
新
た
な
法
的
枠
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
11
月

に
は
農
林
水
産
大
臣
、
総
務
大
臣
、
防
災
担

当
大
臣
に
よ
る
三
大
臣
会
合
が
持
た
れ
、
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
な
ど
事
業
推
進
に
向
け

た
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
が
特
に
ご
関
心
の
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
３
カ
年
緊
急
対
策
に
続
き
令
和
７
年
度

ま
で
の
５
カ
年
加
速
化
対
策
と
し
て
、
激
甚

化
す
る
風
水
害
等
対
策
、
予
防
保
全
に
向
け

た
老
朽
化
対
策
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
、
取
組
の
さ
ら
な
る
加
速
化
、

深
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
や
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
、
予
防
保
全
が
加
速
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

総
額
６
３
０
０
億
円（
当
初
４
４
４
５
億
円
、

補
正
：
国
土
強
靭
化
加
速
化
対
策
１
１
５
５

億
円
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
７
０
０
億
円
）
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
月
に
開
会
さ

れ
る
通
常
国
会
で
は
、
こ
れ
ら
予
算
な
ら
び

に
関
連
法
案
の
早
期
成
立
に
向
け
、
引
き
続

き
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
都
市
か
ら
農
村
へ
の
人
の
流
れ
を
と
ら

え
、
農
村
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
性
確
保
や
情
報

通
信
環
境
整
備
な
ど
に
も
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
多
く
の
食
料
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る

我
が
国
に
と
っ
て
食
料
安
全
保
障
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
食
糧
自
給
率
向
上
に
向
け
た

取
組
と
併
せ
て
生
産
性
の
高
い
農
地
や
農
業

水
利
施
設
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
進
藤
金
日
子
議
員
と
と
も
に
、
農
業
農

村
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
土
地
改

良
の
計
画
的
な
推
進
と
予
算
の
安
定
的
確
保

に
向
け
、
皆
さ
ま
方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
北
海
道
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
・
農
村
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

参
議
院
議
員　

宮　

崎　

雅　

夫

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業

促
進
協
会

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す

会

長　

石　

田　

昭　

廣
（
湧
別
町
長
）

副
会
長　

笹　

川　

洸　

志
（
遠
別
町
長
）

〃
　

金　

澤　
　
　

瑛
（
標
津
町
長
）

理

事　

片　

岡　

春　

雄
（
寿
都
町
長
）

〃
　

伊　

藤　

浩　

一
（
猿
払
村
長
）

監

事　

久　

保　

弘　

志
（
小
清
水
町
長
）

（
事
務
局 

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
、新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
年
の
主
な
取
組
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
着

実
な
推
進
で
す
。

　

昨
年
か
ら
第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

の
中
間
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
内
を

目
途
と
す
る
中
間
点
検
最
終
報
告
に
向
け
て

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

後
は
、
中
間
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
世
界
の
北

海
道
」
を
目
指
し
、
地
域
の
定
住
環
境
の
確

保
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
等
を
含
む
人
の

移
動
や
物
流
の
効
率
化
、
農
水
産
業
の
生
産

性
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
河
川
、
道
路
、

港
湾
・
空
港
、
農
業
・
水
産
基
盤
な
ど
、
基

幹
的
な
社
会
資
本
の
整
備
と
維
持
管
理
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
強
靱
で
持
続
可
能
な
国
土
の

形
成
で
す
。

　

北
海
道
内
で
は
、
平
成
28
年
８
月
の
連
続

台
風
に
よ
る
豪
雨
、
平
成
30
年
の
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
等
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
災
地
の
早
期
復
興
に
向
け
て
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
道
内
に
お
け
る
今
後
の
大
規
模
災
害
の

発
生
に
備
え
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備
等
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、災
害
発
生
時
に
は
、

所
管
施
設
の
迅
速
な
応
急
復
旧
等
を
行
う
と

と
も
に
、
職
員
か
ら
な
る
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
や
災
害
対

策
用
資
機
材
の
派
遣
等
に
よ
り
、
被
災
自
治

体
に
対
し
て
被
災
状
況
調
査
等
の
支
援
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
建
設
業
等
の
働
き
方
改
革
で
す
。

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
や
災

害
対
応
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設

業
等
に
つ
い
て
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
中
、
そ
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向

け
て
働
き
方
改
革
が
急
務
で
す
。「
新
・
担
い

手
３
法
」
も
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
週
休
２

日
確
保
の
促
進
、i-Construction

等
に
よ

る
生
産
性
向
上
な
ど
、
建
設
業
等
の
働
き
方

改
革
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、「
民
族
共
生
象
徴
空
間
（
愛

称
：
ウ
ポ
ポ
イ
）」
等
を
通
じ
た
ア
イ
ヌ
文

化
の
復
興
・
発
展
及
び
国
民
理
解
の
促
進
で

す
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
等
に
関
す
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ウ
ポ
ポ
イ
は
、
令
和

２
年
７
月
12
日
に
開
業
し
ま
し
た
。今
後
も
、

多
く
の
方
々
が
ウ
ポ
ポ
イ
を
訪
れ
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
、
民
族
共
生

の
理
念
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
上
記
４
点
の
施
策
等
の
推
進
に

当
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
維
持
・
再
生

の
両
立
と
い
う
視
点
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、

早
期
発
注
な
ど
事
業
の
的
確
な
執
行
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
が
そ
の
資
源
や
特
性

を
活
か
し
、
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
解
決

や
我
が
国
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
北

海
道
開
発
局
は
引
き
続
き
使
命
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

基
幹
的
な
社
会
資
本
の
整
備
や国

土
強
靱
化
を
実
施

北
海
道
開
発
局
長　

倉　

内　

公　

嘉

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
日
本
型
直
接
支
払
推
進
協
議
会

謹　

賀　

新　

年

会

長　

尾　

田　

則　

幸

（
道
土
地
連
会
長
理
事
）

副
会
長　

坂　

部　

浩　

明

（
北
海
道
農
政
部
活
性
化
支
援
担
当
局
長
）

〃
　

西　

川　

将　

人

（
旭

川

市

長
）

（
事
務
局 

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
農
村
に

様
々
な
影
響
が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
北

海
道
で
は
総
じ
て
気
象
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

農
作
物
の
生
育
が
順
調
に
進
み
、
豊
穣
の
秋

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
全
国
各
地
で
は
、
九
州
豪
雨
な
ど

大
き
な
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。
本
年
が
災

害
の
な
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
北
海
道
は
、
全
国
の
耕
地
面
積
の

１
／
４
を
占
め
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
食

料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
近
年
で
は
海
外
へ
の
輸
出
も
進
展
し
て

い
ま
す
。
政
府
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
、

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
を
45
％
に

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
物
と
食

品
の
輸
出
額
を
現
在
の
約
５
倍
の
５
兆
円
と

す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
国
民
へ
の
食
料

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
世
界

に
も
視
野
を
広
げ
、
輸
出
に
取
り
組
む
関
係

者
を
後
押
し
す
る
よ
う
、
農
業
の
体
質
強
化

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
先
般
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
決
定

さ
れ
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な
国
土
づ
く

り
に
向
け
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
に
お

い
て
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
や
地
震
等
へ
の

対
策
、
イ
ン
フ
ラ
の
予
防
保
全
に
向
け
た
老

朽
化
対
策
な
ど
に
重
点
的
・
集
中
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
北
海
道
開
発
局
と
し
て

は
、
全
国
に
先
駆
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
農
業
の
効
果
的
な
利
用
が
可
能
と
な

る
農
地
の
大
区
画
化
、
地
下
水
位
制
御
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
水
田
の
汎
用
化
等
の
整
備

を
推
進
し
、
農
作
業
の
省
力
化
、
生
産
コ
ス

ト
の
削
減
と
あ
わ
せ
て
野
菜
類
等
の
生
産
拡

大
を
進
め
ま
す
。

　

農
村
地
域
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
は
、

基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
・
耐

震
化
の
た
め
の
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
流
域
治
水
」
の
取
組
と
し
て
、
農
業
用

ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
や
、
近
年
の

降
雨
の
変
化
に
対
応
し
た
排
水
施
設
の
強

化
、地
域
が
主
体
と
な
っ
た「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

の
取
組
を
通
じ
た
水
田
の
貯
留
機
能
の
増
進

に
よ
り
、
水
害
の
防
止
・
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
ダ
ム
・
用
水
路
な
ど
の
本
復
旧
に
向

け
た
直
轄
災
害
復
旧
事
業
を
勇
払
東
部
地
区

な
ど
で
進
め
て
お
り
、
今
後
と
も
、
早
期
の

完
了
と
供
用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、「
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
」
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
開
発

局
と
し
て
も
、
こ
の
計
画
に
即
し
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
り
、
我
が
国
の
食
料
供
給

基
地
で
あ
る
本
道
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
の
関
係
者

の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
の
計

画
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

年
と
な
り
、
ま
た
、
北
海
道
の
農
業
に
と
っ

て
稔
り
多
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
道
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け

事
業
の
計
画
的
な
推
進

北
海
道
開
発
局

農
業
水
産
部
長　

石　

川　

善　

成

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

職
員
部
会

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

部
会
長　

佐　

藤　

英　

樹

（
網
走
川
土
地
改
良
区
参
事
）

副
部
会
長　

永　

田　

哲　

也

（
北
海
土
地
改
良
区
参
事
）

　

〃　
　

天　

満　

浩　

之

（
北
斗
市
農
林
課
長
）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
道
農
業
は
、
大
き
な
災
害
も
な

く
、
米
の
作
況
が
１
０
６
の
「
良
」
と
な
っ

た
こ
と
を
は
じ
め
、
多
く
の
農
作
物
で
作
柄

が
概
ね
平
年
並
以
上
と
な
っ
た
ほ
か
、
生
乳

生
産
に
つ
い
て
も
、
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
推
移
す
る
な
ど
、
総
じ
て
良
好
な
年
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
者
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
御
努
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
本
道
農
業
・
農
村
を
巡
っ

て
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
農
家
戸
数
の
減
少

に
よ
る
担
い
手
不
足
の
ほ
か
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、
頻
発
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

社
会
経
済
や
人
々
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
食
品

需
要
の
減
少
や
消
費
構
造
の
変
化
と
い
っ
た

形
で
影
響
が
出
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
食

料
の
安
定
供
給
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
、
我
が
国
最
大
の
食
料
供
給
地
域
で
あ
る

本
道
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
期
待
は
、
一
層

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
役
割
を
将
来
に
わ
た
り
担
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

の
安
定
生
産
や
農
村
地
域
の
強
靱
化
を
図
る

農
業
生
産
基
盤
整
備
の
着
実
な
推
進
が
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
道
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
や
野
菜
な
ど
の
高
収
益
作
物
の
導
入
を

容
易
に
す
る
ほ
場
の
大
区
画
化
や
農
地
の
排

水
対
策
、
高
品
質
で
安
定
し
た
生
産
を
支
え

る
畑
地
か
ん
が
い
、
自
給
粗
飼
料
の
生
産
・

利
用
拡
大
に
資
す
る
草
地
整
備
、
老
朽
化
し

た
農
業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
な

ど
の
整
備
を
計
画
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
６
月

に
、
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
や

そ
の
他
の
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財
産

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工

事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
、
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等

を
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
で
は
、
農
業
生
産
基
盤
整

備
の
推
進
に
必
要
な
国
費
予
算
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
事
業
の
継
続
を

求
め
る
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
道

独
自
の
農
家
負
担
軽
減
対
策
、い
わ
ゆ
る「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
令
和
３

年
度
か
ら
の
事
業
継
続
に
向
け
、
具
体
的
な

内
容
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
農
村
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、

地
域
の
多
様
な
主
体
が
地
域
ぐ
る
み
で
食
・

滞
在
・
体
験
等
を
提
供
す
る
農
村
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
地
域
の
共
同
活

動
へ
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

道
と
し
て
は
、
現
在
、
策
定
中
の
「
第
６

期
北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
」
に

お
い
て
、
こ
う
し
た
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と

と
し
て
お
り
、「
多
様
な
担
い
手
と
人
材
が
輝

く
力
強
い
農
業
・
農
村
」
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
農
業
生
産
基
盤
整
備
を
計
画
的
か

つ
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち

た
年
と
な
り
、
ま
た
、
皆
様
と
と
も
に
豊
穣

の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
と
人
材
が
輝
く

力
強
い
農
業
・
農
村
の
実
現

北
海
道
農
政
部
長　

小
田
原　

輝　

和

令
和
３
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

事 

務 

局

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す

参

事　

阪　

井　

達　

也

技

術

長　

小　

林　

寛　

基

指

導

監　

小　

松　

淳　

一

技

術

監　

金　

澤　
　
　

寛

　

〃

　
　

中　

山　

篤　

史

総
務
企
画
部
長　

眞　

鍋　
　
　

篤

事

業

部

長　

後　

藤　
　
　

准

事

業

部

次

長　

篠　

田　
　
　

悟

技

術

部

長　

雪　

田　

仁　

司

技

術

部

次

長　

平　

田　

孝　

祐

道
央
事
務
所
長　

松　

田　

勝　

彦

道
北
事
務
所
長　

宮　

武　
　
　

勝

岩
見
沢
事
務
所
長　

山　

本　

憲　

史

道
東
事
務
所
長　

正　

木　

直　

人

オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
長　

金
津
谷　

博　

一

ほ
か
職
員
一
同
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政
府
は
12
月
15
日
に
令
和
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
案
、
12
月
21
日
に
令
和
３
年
度
当

初
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
３
年
度
農
業

農
村
整
備
事
業
当
初
予
算
は
３
３
３
３
億
円

で
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
を
除
い
た
対
前
年

比
は
、
１
０
２
・
１
％
、
こ
れ
に
農
山
漁
村

地
域
整
備
交
付
金
等
の
関
連
対
策
を
併
せ
、

農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
と
し
て
、
前

年
度
当
初
予
算
比
12
億
円
増
の
４
４
４
５
億

円
が
措
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
で
は
１
８
５
５
億
円
が
確
保
さ

れ
、
当
初
と
補
正
を
合
せ
た
３
年
度
執
行

ベ
ー
ス
は
、
６
３
０
０
億
円
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
の
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
は
、

直
轄
と
補
助
を
併
せ
た
３
年
度
当
初
予
算
と

し
て
７
９
６
億
円
、対
前
年
比
１
０
２
・
１
％

と
な
り
、
２
年
度
の
補
正
予
算
４
９
５
億
円

を
合
せ
た
３
年
度
実
執
行
ベ
ー
ス
は
、
１
２

９
１
億
円
で
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
を
除
く

対
前
年
比
１
０
０
・
７
％
が
措
置
さ
れ
た
。

　

な
お
、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
（
農

業
農
村
整
備
分
）
や
非
公
共
予
算
の
北
海
道

へ
の
配
分
額
は
未
定
の
た
め
、
今
後
更
に
上

乗
せ
さ
れ
る
。

農
業
競
争
力
強
化
・
国
土
強
靱
化
対
策
を

引
き
続
き
重
点
的
に
推
進

　

３
年
度
農
林
水
産
予
算
（
農
村
振
興
局
関

係
）
は
、
①
農
業
農
村
整
備
、
農
地
集
積
・

集
約
化
、
担
い
手
確
保
・
経
営
継
承
の
推
進

②
生
産
基
盤
の
強
化
と
経
営
所
得
安
定
対
策

の
着
実
な
実
施
③
農
山
漁
村
の
活
性
化
④
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
と
災
害
復
旧
の
推

進
―
を
重
点
事
項
と
し
、
農
業
競
争
力
強
化

や
国
土
強
靱
化
を
図
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
農
地
の
大
区

画
化
や
汎
用
化
・
畑
地
化
、
畑
地
か
ん
が
い

施
設
の
整
備
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導
入
に
よ
り
、
新

た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
水
利

用
の
高
度
化
や
水
管
理
の
省
力
化
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
長
寿

命
化
・
耐
震
化
、
農
地
の
湛
水
防
止
対
策
、

た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策
等
を
実
施
す
る

ほ
か
、
農
村
に
人
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
条
件
を
整
備
す
る
た
め
、
集
落
排
水
施

設
や
農
道
等
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

国
営
事
業
新
規
６
地
区
で
着
手

　

３
年
度
国
営
事
業
の
北
海
道
に
お
け
る
新

規
着
手
地
区
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
４

地
区
、
ほ
場
の
大
区
画
化
と
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
、
農
業
用
用
排
水
施
設
等
を
整
備
す

る
た
め
の
国
営
農
地
再
編
整
備
２
地
区
が
採

択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
調
査
と
し
て
４
地
区
が
採
択
さ
れ

た
。

□
事
業
着
手
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
４
地
区

▽
共
栄
近
文
二
期
＝
旭
川
市
・
鷹
栖
町

▽
美
河
＝
新
ひ
だ
か
町

▽
新
川
二
期
＝
幕
別
町
・
豊
頃
町

▽
常
呂
川
下
流
＝
北
見
市

【
国
営
農
地
再
編
整
備
】
２
地
区

▽
岩
見
沢
大
願
＝
岩
見
沢
市

▽
伊
達
＝
伊
達
市

□
調
査
着
手
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
３
地
区

▽
篠
津
運
河
下
流
＝
江
別
市
・
当
別
町

▽
風
連
多
寄
＝
士
別
市
・
名
寄
市

▽
清
川
二
期
＝
帯
広
市

【
国
営
総
合
農
地
防
災
】
１
地
区

▽
川
湯
跡
佐
＝
弟
子
屈
町

令
和
３
年
度
北
海
道
農
業
農
村
整
備
事
業
国
費
予
算

２
年
度
補
正
と
３
年
度
当
初
で

１
２
９
１
億
円

区分 ２年度
予算額

３年度
概算決定額

２年度
３次補正追加額

億円 億円 億円

農林水産予算額 23,109 23,050 10,519
（対前年度比） 99.7%

1　公共事業費 6,989 6,995 4,549
（対前年度比） 100.1%

　　一般公共事業費 6,793 6,797 3,099
（対前年度比） 100.1%

　　　　農業農村整備 3,264 3,333 1,855
（対前年度比） 102.1%

　　　　林野公共 1,830 1,868 957
（対前年度比） 102.1%

　　　　　　治　　山 607 619 461
（対前年度比） 102.1%

　　　　　　森林整備 1,223 1,248 496
（対前年度比） 102.1%

　　　　水産基盤整備 711 726 280
（対前年度比） 102.1%

　　　　海　　岸 45 63 7
（対前年度比） 140.1%

　　　　農山漁村地域整備交付金 943 807 －
（対前年度比） 85.6%

　　災害復旧等事業費 196 198 1,449
（対前年度比） 101.2%

2　非公共事業費 16,120 16,055 5,971
（対前年度比） 99.6%

（注）１．金額は関係ベース。２年度予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額
　　 ２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　 ３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

Ⅰ.令和３年度農林水産関係予算　概算決定の総額（総括表）
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6,300

4,445

1,155

700

（単位：億円）

※1 計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない。
※2 下段（％）は、前年度予算額との比率である。

※（　）は臨時・特別の措置を含む

令和2年12月21日　北海道土地改良事業団体連合会調べ

3年度
予算案
A

2年度
3次補正案

B

合計
A+B項　目

2年度予算額 a 元年度補正額 b

【 参 考 】

合計 a+b

3,850 
102.1%
3,333 
102.1%
248 
99.2%
258 

100.0%
12 
皆増
595 
86.2%
4,445 
99.6%

796 

796 
102.1%

未定 

未定 

未定 

未定 

796 北 海 道 計

全　国　計

1,855 

1,855 

0 

- 

- 

- 

1,855 

495 

495 

未定 

- 

- 

- 

495 

5,705 

5,188 
109.7%
248 

258 

 

595 

6,300 
104.9%

1,291 

1,291 
100.7%

1,291 

3,772 
 

3,264 
（3,775）

250 

258 

- 

690 

4,462 
（4,973）

815 

780 
（887）

26 

9 

- 

85 

900 
（1,007）

1,480 
 

1,466 

14 

- 

- 

62 

 1,542 
 

502 

502 

- 

- 

- 

12 

514 

5,252 
 

4,730 
（5,241）

264 

- 

- 

752 

6,004 
（6,515）

1,317 

1,282 
（1,389）

26 

9 

- 

97 

1,414 
（1,521）

農業農村整備事業関係予算（案）の概要

農業農村整備事業関係予算の推移

《全国分》
農業農村整備事業
　農業農村整備事業（公共）
　（補正は、防災・減災、国土強靭化対策：TPP等関連対策）
　農地耕作条件改善事業等（非公共）

　農業水路等長寿命化・防災減災事業（非公共）

　農山漁村振興交付金（非公共）
　（情報通信環境整備対策、最適土地利用対策）
農山漁村地域整備交付金（公共：農業農村整備分）
（補正は、防災・減災、国土強靭化対策：TPP等関連対策）

《北海道分》
農業農村整備事業
　農業農村整備事業（公共）
　（補正は、防災・減災、国土強靭化対策：TPP等関連対策）

　農地耕作条件改善事業等（非公共）

　農業水路等長寿命化・防災減災事業（非公共）

　農山漁村振興交付金（非公共）
　（情報通信環境整備対策、最適土地利用対策）
農山漁村地域整備交付金（公共:農業農村整備分）
（補正は、防災・減災、国土強靭化対策：TPP等関連対策）

H21年度

（億円）

当初

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

5,820

5,772

48

3,131
150

2,981

2,825

523

2,301

2,187

2,187

5,902

2,540

3,362

4,224

800

3,424

3,781
193

3,588

4,810

990

3,820

5,772

1,752

4,020

5,800

1,452

4,348

6,451

4,418

546

5,905
（臨時・特別の
措置除く）

5,975
（臨時・特別の
措置除く）

546

942

6,515

4,433

540

596

946

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3
決定

補正
臨時・特別の措置

（ 防 災・減 災 対 策 ） 

（ ＴＰＰ等 関 連 対 策 ） 
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